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西
に
白
髪
岳
、
南
に
霧
島
連
山
を
望
む
海
抜
９
２
９
ｍ
の

七
熊
山
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
山
は
尾
根
沿
い
に
、
細
く
険
し

い
道
が
続
い
て
お
り
、
西
南
戦
争
に
て
敗
れ
た
薩
摩
軍
が
、

敗
走
す
る
と
き
に
通
っ
た
道
と
し
て
有
名
で
す
。
そ
れ
以
外

に
も
海
と
山
を
繋
ぐ
物
流
の
交
通
路
と
し
て
遠
い
昔
「
塩
の

道
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
演
劇
は
、
須
木
小
学
校
の
酒
井
教
頭
先
生
が
、
こ

の
文
献
を
拝
謁
し
、
七
熊
山
に
伝
わ
る
「
塩
の
道
」
を
須
木

地
区
住
民
は
勿
論
の
事
な
が
ら
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
、
小
学
校
の
先
生
及
び
Ｐ

Ｔ
Ａ
保
護
者
の
協
力
を
得
て
「
す
き
歌
劇
団
な
で
し
こ
組
」

を
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
演
劇
は
、
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
す
事
が
で
き
な
い

塩
を
求
め
、
七
熊
山
の
「
塩
の
道
」
を
通
行
し
、
山
に
生
き

る
人
々
の
厳
し
い
生
活
の
様
子
や
、
朗
ら
か
に
強
く
生
き
抜

い
て
き
た
当
時
の
様
子
を
、
思
い
描
き
な
が
ら
作
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
す
き
歌
劇
団
な
で
し
こ
組
の
皆
さ
ん
は
、
忙
し
い
合
間
に

週
２
回
夜
の
演
劇
稽
古
を
重
ね
て
、
「
ソ
ル
ト
ロ
ー
ド
」
の

完
成
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
：
す
き
歌
劇
団
な
で
し
こ
組
事
務
局
】

　
　
　
　
　
　
　
　
０
９
０
－
９
５
７
５
－
２
０
１
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
局
長
：
山
中
悦
郎
携
帯
）

【 お 問 合 せ 】

　 須 木 分 館

　 ☎ 四 八 ‐ 二 九 五 四

こ れ っ て 何 で ？

日 本 文 化 の 謎 を 解 く

～
 一

般
書
 ～

『 も ぐ ら と 奈 加 ち ゃ ん

が 日 本 人 の ヘ ン な 習 慣

に つ い て 考 え て み た 。 』

著 者
・ も ぐ ら

発 行
・ Ｋ Ａ Ｄ Ｏ Ｋ Ａ Ｗ Ａ

～
 一

般
書
 ～

捨 て る こ と で 人 生 が

変 わ る 　 の 習 慣 を 紹

介
『 片 づ け ら れ る 人 は 、

う ま く い く 。 』

著 者 ・ 中 谷 彰 宏

発 行 ・ 学 研 パ ブ リ ッ シ

ン グ
○ 貸 出 中 の 図 書 は 予 約 で

き ま す

須 木 分 館 の 旬 な 情 報

や 話 題 を お 届 け し ま

す 。
○ お す す め 本 の 紹 介
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須

木
地

域
協

議
会

で
は

、
毎

月
１

回
、

須
木

地
区

の
事

業
に

関
す

る
こ

と
や

、
須

木
地

区
の

活
性

化
な

ど
を

協
議

す
る

「
地

域
協

議
会

」
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

以
下

、
１

２
月

に
行

わ
れ

た
地

域
協

議
会

の
主

な
内

容
を

紹
介

い
た

し
ま

す
。

１
２

月
２

４
日

（
水

）
開

催

(１
) 

須
木

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

の
跡

地
利

用
に

つ
い

て
　

現
在

、
小

林
地

区
に

建
築

中
で

あ
る

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

が
４

月
よ

り
運

用
開

始
と

な
る

予
定

で
あ

る
が

、
そ

の
後

の
須

木
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

跡
地

利
用

に
つ

い
て

委
員

よ
り

質
問

が
あ

り
、

事
務

局
よ

り
他

の
利

用
が

可
能

で
あ

る
か

確
認

中
で

あ
る

と
説

明
さ

れ
ま

し
た

。

(2
) 

鹿
肉

・
猪

肉
の

加
工

所
に

つ
い

て
　

委
員

よ
り

、
国

が
地

域
創

生
を

進
め

て
い

る
が

、
そ

の
な

か
で

鹿
肉

・
猪

肉
の

加
工

所
を

建
設

す
れ

ば
ど

う
か

と
の

意
見

が
だ

さ
れ

、
事

務
局

よ
り

今
年

度
、

地
域

協
議

会
で

視
察

研
修

に
行

く
こ

と
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

そ
の

な
か

で
加

工
所

の
視

察
も

取
り

入
れ

た
い

と
説

明
さ

れ
ま

し
た

。

(3
) 

地
域

自
治

区
設

置
満

了
後

の
須

木
地

区
の

在
り

方
に

つ
い

て
　

委
員

よ
り

、
平

成
２

８
年

３
月

１
９

日
で

設
置

期
間

満
了

と
な

る
地

域
自

治
区

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
、

今
後

市
長

か
ら

諮
問

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

が
地

域
協

議
会

か
ら

の
意

見
書

を
提

出
す

べ
き

で
は

な
い

か
と

の
意

見
が

出
さ

れ
、

次
回

の
地

域
協

議
会

で
意

見
書

を
作

成
し

提
出

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。

　
今

後
も

、
須

木
地

区
の

活
性

化
の

た
め

に
協

議
を

進
め

て
参

り
ま

す
の

で
、

ご
意

見
等

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

地
域

振
興

課
（

℡
4
8
－

3
1
3
0
）

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

　
平
成
２
６
年
９
月
に
着
工
さ
れ
た
、
す
き
む
ら
ん

ど
宿
泊
施
設
「
か
る
か
や
」
の
屋
根
葺
き
替
え
工
事

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
平
成
３
年
か
ら
古
民
家
を
移
築
し
、
建
設
さ
れ
平

成
５
年
に
営
業
開
始
を
し
た
「
か
る
か
や
」
は
、
日

本
の
文
化
を
継
承
し
て
い
る
宿
泊
施
設
と
し
て
、
九

州
管
内
で
も
珍
し
く
、
多
く
の
利
用
者
か
ら
喜
ば
れ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
で
は
老
朽
化
に
よ
る
損
傷
が
激
し

く
、
雨
漏
り
や
腐
敗
に
よ
り
、
今
後
の
営
業
が
困
難

な
状
況
で
し
た
。

　
今
回
は
、
屋
根
葺
き
替
え
と
同
時
に
、
建
物
内
装

修
繕
も
実
施
し
、
昔
の
雰
囲
気
を
残
し
つ
つ
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
改
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
ヒ
ノ

キ
風
呂
、
桶
風
呂
、
石
風
呂
の
改
修
に
よ
り
、
宿
泊

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
集
客
増
加
に
期
待
が
さ
れ

ま
す
。

　
残
り
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
来
年
度
に
向
け
た
、

屋
根
葺
き
替
え
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

』

『
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付

時
間

受
付
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間
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付
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間

受
付
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０
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０
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０

０
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区
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区
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０

　 　　　
午

後
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後
午

後
１ １１１

： ：：：
０

０
０

０
０

０
０

０
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０

　
■

申
告

の
際

に
用

意
し

て
い

た
だ

く
も

の

①
　

印
鑑

（
シ

ャ
チ

ハ
タ

不
可

）
②

 【
給

与
・

年
金

の
あ

る
方

】
源

泉
徴

収
票

ま
た

は
給

与
支

払
証

明
書

③
 【

障
害

者
控

除
を

受
け

る
方

】
障

害
者

手
帳

等
④

　
社

会
保

険
料

・
国

民
年

金
保

険
料

控
除

証
明

書
⑤

　
2
6
年

中
に

支
払

っ
た

健
康

保
険

税
(料

)・
生

命
保

険
料

・
損

害
保

険
　

料
・

地
震

保
険

料
 の

支
払

証
明

書
⑥

 【
医

療
費

控
除

を
受

け
る

方
】

医
療

費
支

払
領

収
書

等
、

医
療

費
を

　
補

て
ん

す
る

保
険

金
 等

の
支

払
金

額
が

わ
か

る
物

⑦
 【

寄
附

金
税

額
控

除
を

受
け

る
方

】
寄

附
金

の
領

収
書

等
⑧

 【
農

業
・

営
業

・
不

動
産

等
の

申
告

を
さ

れ
る

方
】

２
６

年
中

の
収

　
入

・
支

出
の

わ
か

る
諸

帳
簿

、
収

支
内

訳
書

、
領

収
書

な
ど

⑨
 【

一
時

所
得

：
生

命
保

険
の

満
期

返
戻

金
等

が
あ

る
方

】
支

払
証

明
　

書
⑩

 【
所

得
税

還
付

の
あ

る
方

】
通

帳

※
確

定
申

告
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
た

め
に

農
業

収
支

内
訳

書
の

作
成

を
事

前
に

行
い

　
申

告
会

場
に

お
持

ち
く

だ
さ

い
。

  
  

農
業

収
支

内
訳

書
の

作
成

で
お

困
り

の
方

は
、

作
成

の
相

談
を

受
け

付
け

ま
す

の
で

、
申

告
開

始
前

（
2
月

１
９

日
）

ま
で

に
、

住
民

生
活

課
へ

農
業

収
支

に
関

す
る

領
収

書
等

を
持

っ
て

お
越

し
く

だ
さ

い
。

【
お

問
合

せ
　

　
須

木
庁

舎
住

民
生

活
課

　
T
E
L
 4

8
- 

3
1
3
2
 】

 

月 月月月
    日 日日日
    

曜 曜曜曜
    日 日日日
    

対 対対対
    象 象象象
    地 地地地

    区 区区区
    

会 会会会
    

場 場場場
    

2 222
月 月月月
20 202020

日 日日日
    

金 金金金
    

内
山

地
区

内
山

地
区

内
山

地
区

内
山

地
区

    
内

山
地

域
福

祉
内

山
地

域
福

祉
内

山
地

域
福

祉
内

山
地

域
福

祉
セ

ン
ター

セ
ン

ター
セ

ン
ター

セ
ン

ター
    

2 222
月 月月月
23 232323

日 日日日
    

月 月月月
    

    
    

2 222
月 月月月
24 242424

日 日日日
    

火 火火火
    

奈
佐

木
奈

佐
木

奈
佐

木
奈

佐
木

    
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
    

2 222
月 月月月
25 252525

日 日日日
    

水 水水水
    

奈
佐

木
奈

佐
木

奈
佐

木
奈

佐
木

    
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
    

2 222
月 月月月
26 262626

日 日日日
    

木 木木木
    

麓 麓麓麓
    

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

    

2 222
月 月月月
27 272727

日 日日日
    

金 金金金
    

永
田

永
田

永
田

永
田

    
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
    

3 333
月 月月月
2 222
日 日日日

    
月 月月月

    
永

田
永

田
永

田
永

田
    

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

    

3 333
月 月月月
3 333
日 日日日

    
火 火火火

    
原 原原原

    
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
    

3 333
月 月月月
4 444
日 日日日

    
水 水水水

    
    

    

3 333
月 月月月
5 555
日 日日日

    
木 木木木

    
中

河
間

中
河

間
中

河
間

中
河

間
    

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

    

3 333
月 月月月
6 666
日 日日日

    
金 金金金

    
夏

木
夏

木
夏

木
夏

木
・ ・・・堂

屋
敷

堂
屋

敷
堂

屋
敷

堂
屋

敷
    

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

    

3 333
月 月月月
9 999
日 日日日

    
月 月月月

    
上

九
瀬

上
九

瀬
上

九
瀬

上
九

瀬
    

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

須
木

庁
舎

    

3 333
月 月月月
10 101010

日 日日日
    

火 火火火
    

下
九

瀬
下

九
瀬

下
九

瀬
下

九
瀬

    
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
須

木
庁

舎
    

3 333
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平
成
２
７
年
１
月
１
２
日
（
月
）
、
須
木
中
学
校

前
の
農
道
敷
き
に
て
、
新
春
の
「
凧
揚
げ
大
会
」
が

原
地
区
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
８
月
に
行
わ
れ
た
「
ふ
る
さ

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
三
世
代
に
よ
る
凧
作
り
を

実
施
し
、
そ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
凧
を
持
ち
寄
り
、

今
回
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
、
自
分
で
制
作
し
た
手
作
り
凧
を
、
嬉

し
そ
う
に
空
高
く
舞
い
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
地
元
か

ら
の
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
も
実
施
さ
れ
、
会
場
は

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
平
成
２
７
年
１
月
１
日
（
元
旦
）
、
上
九
瀬
公
民
館
に

て
、
新
春
の
「
拝
賀
式
」
が
上
九
瀬
地
区
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
新
年
早
々
の
雪
が
降
り
、
寒
い
中
で
の
拝

賀
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
年
を
迎
え
た
地
区
の
人
達
は

笑
顔
で
お
互
い
に
挨
拶
を
交
わ
し
、
準
備
さ
れ
た
料
理
や

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
今
年
の
抱
負
な
ど
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
式
に
は
、
地
区
住
民
の
３
７
名
が
参
加
し
、
八
重
尾
己

年
区
長
も
「
多
く
の
方
に
参
加
し
て
頂
い
た
事
が
一
番
嬉

し
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
２
６
年
１
２
月
２
５
日
（
木
）
、
か
る
か
や
に

て
、
茅
葺
き
体
験
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
は
、
茅
葺
き
作
業
の
見
学
や
体
験
す
る
活

動
を
通
じ
て
、
自
然
素
材
を
生
か
し
た
伝
統
技
術
の
素

晴
ら
し
さ
や
、
先
人
の
知
恵
・
努
力
に
気
づ
き
、
伝
統

文
化
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
児
童
は
、
初
め
て
体
験
す
る
茅
葺
き
に
、

友
達
と
協
力
し
な
が
ら
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
す
き
む
ら
ん
ど
か
ら
、
豚
汁
の
振
る
舞
い
や
餅
撒
き

も
実
施
さ
れ
、
大
い
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。


